
 -14-

図-1 旧山崎家別邸の玄関 

図-2 柱脚に設置されていた一辺 30 ㎝程の L字形の金物 

歴史的建物の金物 - 8 旧山崎家別邸の金物 

                                大平 茂男

 旧山崎家別邸は、川越市松江町 2丁目

7 番地 8 にあります。設計は建築家保岡

勝也

i

で、大正 13 年（1924）に建てられ、

主屋と茶室、待合の 3 棟が市の指定文化

財となっています。この別邸を建てたの

は、江戸時代から続くお菓子屋「亀屋」

の山崎家です。 

かつて、川越の豪商の中には市内に別

邸を構えることがよくあり、現在中央公

民館の分室

ii

となっている建物は、呉服商

渡辺吉右衛門の別邸で、料亭「山屋」

iii

は

豪商横田五郎兵衛の別邸でした。 

 旧山崎家別邸は、建物だけではなく庭

の設計も保岡勝也の設計によるもので、

大正期の中流住宅が庭まで含めて現存す

るたいへん貴重なものです。また、建物

や庭に関する建設当初の設計図や工事代

金の領収書、竣工写真などの関係資料が

多数残されていることも非常に希有なこ

とです。

iv

 

さて、本題の金物の話ですが、建てら

れたのが大正 11 年の関東大震災の後で

あることも多少影響していると思われま

すが、和館も含めて多くの金物が使われ

ていました。別邸は、平成 26 年（2014）

に修理工事を行ないましたので、その中

で見つかった金物について述べます。 

 別邸は 1 棟の建物ですが、意匠や構造

材料、職人も異なる洋館と和館が一体と

なった建物です。洋館は、柱や梁の構造

材には米松が使われていました。米松は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正 8年（1919）頃から大量に輸入され、

この頃から日本でもよく使われました

v

。 

今回の工事で耐震補強のため、洋館の

南側の外壁下部を解体したところ、柱の

足元に土台と柱の仕口を補強する金物が

あるのが見つかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-3 帯板を L字形に曲げた金物 
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図-4 和館の丸い柱と根太掛けも斜めにボルトで緊結 

図-5 磨丸太の柱頭の金輪 図-6 L 字型金物 

図-7 小屋梁の交差部も 

ボルト締めされている。 

図-8 小屋梁の渡り顎の木 

口を外に見せない納り 

 金物は L字型で、幅 50㎜の帯鉄を縦横

それぞれ 310 ㎜の長さに直角に折曲げて

三角形を作り、対角線上に 15×15 ㎜の角

棒を入れて補強しています。帯板と角棒

の接続は、プレートに穴を開けて角棒を

差し込み叩いてかしめており、赤い錆止

め

vi

が塗られていました。帯板には、柱と

土台に打つ釘穴が 4 カ所開けられていま

したが、2 箇所に釘が打たれていただけ

でした。職人の密かな抵抗なのでしょう

か？興味がそそられる発見でした。この

金物の目的は、柱の引抜き防止と柱の傾

倒を抑えるためと推察されます。この金

物は、洋館の他の柱にも使われていると

思われますが、和館にはありませんでし

た。 

 和館では、土台や柱は桧や杉が使われ

ていました。特に柱は杉の磨丸太を使っ

ていましたが、こちらも金物は仕口部分

に多く使われていました。羽子板ボルト

や短冊金物等は明治の伝統構法の建物で

も良く使われていますが、ここでは大引

と土台、小屋梁や桁との交差部などに必

ず入れています。特に床板下の足固の位

置の磨丸太の柱と、根太掛けを斜めにや

や強引に入れているところを見た時には、

徹底して金物を使うという設計者の意志

を感じました。また、磨丸太の柱の柱頭

に、割れ防止と思われる金輪をはめ、柱

が収縮しても落ちないように釘止めして

いるのも珍しい金物です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
i
保岡勝也、東京帝国大学から丸ノ内三菱建築所に入り、

大隈重信邸洋館や三菱合資会社門司支店などを手が

け、退職後住宅作家に転身した。洋風建築、和風建築

や茶室まで設計したが、茶庭をはじめとした庭園にも

関心が高く、東京農業大学造園学科の前身である、大

正 13 年に開校した東京高等造園学校では「茶室と茶

庭」の授業をしていた。 
ii
川越市六軒町 1-65-12 旧中央公民館別館現在閉館中。

連馨寺の裏手にある、小泉八雲ゆかりの屋敷 

iii
川越市幸町 11 番 2号にある料亭。『山屋保存対策調

査報告書』2010 川越市都市景観室 
iv
『旧山崎家別邸調査報告書』2007年3月川越市発 行 

編集協同組合伝統技法研究会に詳細が掲載。 
v
『伝統技法』NO31「戦前の住宅の米材使用の考察」

大平秀和 
vi
亜鉛とクロム酸イオンを主成分とする化合物ジン

クロメートにワニスや鉛丹（光明丹）加えたものと思

われるが、毒性の強い 6価クロムを含んでいるので現

在は使われない。 


